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2019年５月５日 創価大学オープンキャンパス 

 PASCAL入試～体験 LTD 

＜予習教材＞ 

＊５月５日オープンキャンパス用の予習教材です。実施日ごとに教材を指定していますので、参加

する回の予習教材を必ず予習してください。 

 

 

「人生論ノート」 三木 清 著／新潮文庫 

 

嫉妬
し っ と

について  

もし私に人間の性
さが

の善であることを疑わせる

ものがあるとしたら、それは入間の心における

嫉妬の存在である。嫉妬こそベーコンがいった

ように悪魔に最もふさわしい属性である。なぜ

なら嫉妬は狡猾
こうかつ

に、闇の中で、善いものを害する

ことに向って働くのが一般であるから。 

 

どのような情念でも、天真爛漫
てんしんらんまん

に現われる場

合、つねに或る美しさをもっている。しかるに嫉

妬には天真欄漫ということがない。愛と嫉妬と

は、種々の点で似たところがあるが、先
ま

ずこの一

点で全く違っている。即
すなわ

ち愛は純粋であり得る

に反して、嫉妬はつねに陰険である。それは子供

の嫉妬においてすらそうである。 

 

愛と嫉妬とはあらゆる情念のうち最も術策的

である。それらは他の情念に比して遙
はる

かに持続

的な性質のものであり、従ってそこに理智の術

策が入ってくることができる。また逆に理智の

術策によってそれらの情念は持続性を増すので

ある。如何
い か

なる情念も愛と嫉妬とほど人問を苦

しめない、なぜなら他の情念はそれほど持続的

でないから。この苦しみの中からあらゆる術策

が生れてくる。しかも愛は嫉妬の混入によって

術策的になることが如何
い か

に多いか。だから術策

的な愛によってのほか楽しまない者は、相手に

嫉妬を起させるような手段を用いる。 

 

嫉妬は平生
へいぜい

は「考え」ない人間にも「考え」さ

せる。 

 

愛と嫉妬との強さは、それらが烈しく想像力

を働かせることに基
もとづ

いている。想像力は魔術的

なものである。ひとは自分の想像力で作り出し

たものに対して嫉妬する。愛と嫉妬とが術策的

であるということも、それらが想像力を駆り立

て、想像力に駆り立てられて動くところから生

ずる。しかも嫉妬において想像力が働くのはそ

の中に混入している何等
な ん ら

かの愛に依
よ

ってである。

嫉妬の底に愛がなく、愛のうちに悪魔がいない

と、誰が知ろうか。 

 

嫉妬は自分よりも高い地位にある者、自分よ

りも幸福な状態にある者に対して起る。だがそ

の差異が絶対的でなく、自分も彼のようになり

得ると考えられることが必要である。全く異質

的でなく、共通なものがなければならぬ。しかも

嫉妬は、嫉妬される者の位置に自分を高めよう

とすることなく、むしろ彼を自分の位置に低め

ようとするのが普通である。嫉妬がより高いも

のを目差
め ざ

しているように見えるのは表面上のこ

とである、それは本質的には平均的なものに向

っているのである。この点、愛がその本性におい

てつねにより高いものに憧
あこが

れるのと異ってい

る。 

かようにして嫉妬は、愛と相反する性質のも

のとして、人間的な愛に何か補わねばならぬも

のがあるかの如
ごと

く、絶えずその中に干渉してく

るのである。 

 

同じ職業の者が真の友達になることは違った

職業の者の間においてよりも遙
はる

かに困難である。 
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嫉妬は性質的なものの上に働くのでなく、量

的なものの上に働くのである。特殊的なもの、個

性的なものは、嫉妬の対象とはならぬ。嫉妬は他

を個性として認めること、自分を個性として理

解することを知らない。一般的なものに関して

ひとは嫉妬するのである。これに反して愛の対

象となるのは一般的なものでなくて特殊的なも

の、個性的なものである。 

 

嫉妬は心の奥深く燃えるのがつねであるにも

拘
かかわ

らず、何等
な ん ら

内面性を知らぬ。 

 

嫉妬とはすべての人間が神の前においては平

等であることを知らぬ者の人間の世界において

平均化を求める傾向である。 

 

嫉妬は出歩いて、家を守らない。それは自分に

留
とど

まらないで絶えず外へ出てゆく好奇心のひと

つの大きな原因になっている。嫉妬のまじらな

い無邪気な好奇心というものは如何
い か

に稀
まれ

である

か。 

一つの情念は知性に依ってよりも他の情念に

依って一層よく制することができるというのは、

一般的な真理である。英雄は嫉妬的でないとい

う言葉がもしほんとであるとしたら、彼等にお

いては功名心とか競争心とかいう他の情念が嫉

妬よりも強く、そして重要なことは、一層持続的

な力になっているということである。 

 

功名心や競争心はしばしば嫉妬と間違えられ

る。しかし両者の差異は明瞭である。先ず功名心

や競争心は公共的な場所を知っているに反し、

嫉妬はそれを知らない。嫉妬はすべての公事を

私事と解して考える。嫉妬が功名心や競争心に

転化されることは、その逆の場合よりも遙
はる

かに

困難である。 

 

嫉妬はつねに多忙である。嫉妬の如く多忙で、

しかも不生産的な情念の存在を私は知らない。 

 

もし無邪気な心というものを定義しようとす

るなら、嫉妬的でない心というのが何よりも適

当であろう。 

 

自信がないことから嫉妬が起るというのは正

しい。尤
もっと

も何等
な ん ら

の自信もなければ嫉妬の起りよ

うもないわけであるが。しかし嫉妬はその対象

において自己が嫉妬している当の点を避けて他

の点に触れるのがつねである。嫉妬は詐術的で

ある。 

 

嫉妬心をなくするために、自信を持てといわ

れる。だが自信は如何
い か

にして生ずるのであるか。

自分で物を作ることによって。嫉妬からは何物

も作られない。人間は物を作ることによって自

己を作り、かくて個性になる。個性的な人間ほど

嫉妬的でない。個性を離れて幸福が存在しない

ことはこの事実からも理解されるであろう。 


